


　

千
葉
県
は
こ
の
ほ
ど
、
森
田
県
政
下

で
初
の
策
定
と
な
る
２
０
１
０
年
度
一

般
会
計
当
初
予
算
を
決
定
し
た
。
総
額

１
兆
５
３
３
４
億
８
３
０
０
万
円
で
、

前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
０・５
％
減
。

　

経
済
対
策
で
は
「（
仮
称
）
チ
ャ
レ
ン

ジ
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
す
る

な
ど
し
て
中
小
企
業
の
経
営
安
定
化
と

成
長
を
支
援
し
、
雇
用
対
策
も
強
化
し

て
い
る
。
ま
た
、
今
後
３
年
間
の
県
政

指
針
と
な
る
県
総
合
計
画
案
（
次
㌻
参

照
）
も
併
せ
て
発
表
さ
れ
た
。

　

経
済
・
雇
用
対
策
の
主
な
事
業
は
次

の
と
お
り
。

　

▼
中
小
企
業
振
興
資
金
事
業
＝
金
融

機
関
へ
の
預
託
額
を
増
額
し
、
融
資
枠

を
拡
大
（
１
６
０
０
億
円
）
▼
（
仮
称
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
＝
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置（
３
億

７
０
０
０
万
円
）
▼
地
域
と
連
携
し
た

商
業
活
性
化
事
業
＝
商
店
街
活
性
化
の

取
組
み
を
助
成
（
３
２
０
０
万
円
）
▼

雇
用
対
策
の
拡
充
＝
国
の
ふ
る
さ
と
雇

用
再
生
特
別
基
金
と
緊
急
雇
用
基
金
を

活
用
し
た
事
業（
１
１
６
億
１
０
０
０
万

円
）

　

本
会
と
千
葉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

（
千
葉
滋
胤
会
長
）、
千
葉
県
商
工
会
連

合
会
（
末
吉
一
夫
会
長
）
の
商
工
３
団

体
は
、
３
月
１
日
千
葉
市
内
に
お
い
て
、

自
由
民
主
党
千
葉
県
議
会
商
工
議
員
連

盟
（
阿
部
紘
一
会
長
）
と
懇
談
し
、
も

の
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
経
済

振
興
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

　

特
に
、
年
度
末
に
か
け
て
の
中
小
企

業
の
資
金
繰
り
や
雇
用
に
つ
い
て
の
喫

緊
の
課
題
に
つ
い
て
遺
漏
の
な
い
よ
う

特
段
の
配
慮
を
強
く
訴
え
た
。

　

本
会
は
３
月
３
日
、
千
葉
市
内
に
お

い
て
組
合
士
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　

当
日
は
税
理
士
の
斎
藤
和
子
先
生
が

「
組
合
に
お
け
る
税
務
の
ポ
イ
ン
ト
」
に

つ
い
て
講
演
。
続
い
て
千
葉
県
中
小
企

業
組
合
士
会
（
会
長
＝
千
葉
県
自
動
車

整
備
政
治
連
盟
石
川
光
雄
事
務
長
）
に

よ
る
意
見
情
報
交
換
会
が
開
か
れ
た
。

　

本
会
は
３
月
４
日
、
千
葉
市
内
に
お

い
て
女
性
経
営
者
等
交
流
会
を
開
催
し

た
。

　

当
日
は
、
社
会
保
険
労
務
士
の
徳
永

康
子
先
生
が
「
経
営
者
・
経
営
幹
部
に

必
要
な
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ

い
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　

本
会
は
３
月
12
日
、
千
葉
市
内
に
お

い
て
地
域
力
連
携
拠
点
事
業
の
実
施
に

係
る
連
携
会
議
を
開
催
し
た
。

　

事
務
局
か
ら
の
「
地
域
力
連
携
拠
点

事
業
の
実
施
報
告
」
の
後
、（
有
）
バ

リ
ュ
ー
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
安
藤

孝
代
表
取
締
役
よ
り
「
今
後
の
中
小
企

業
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」
の
講
演

が
あ
り
、
続
い
て
「
各
機
関
の
支
援
事

例
に
つ
い
て
」
の
報
告
と
意
見
・
情
報

交
換
が
行
な
わ
れ
た
。

　

本
会
は
３
月
19
日
、
千
葉
市
内
に
お

い
て
平
成
21
年
度
第
３
回
理
事
会
を
開

催
し
た
。
議
題
の
①
平
成
21
年
度
事
業

並
び
に
収
支
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
は

了
承
さ
れ
、
②
平
成
22
年
度
事
業
計
画

案
、
収
支
予
算
案
並
び
に
会
費
の
賦
課

徴
収
方
法
案
に
つ
い
て
は
原
案
通
り
可

決
決
定
し
、
５
月
28
日
の
通
常
総
会
に

付
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

千
葉
県
中
小
企
業
連
盟
は
３
月
19

日
、
千
葉
市
内
に
お
い
て
第
40
回
通
常

総
会
を
開
催
し
、
平
成
21
年
度
事
業
報

告
並
び
に
決
算
報
告
、
平
成
22
年
度
事

業
計
画
案
並
び
に
収
支
予
算
案
等
を
承

認
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
は
、
篠
原
敬
治
本
会
副
会
長
が
次
期

会
長
に
選
任
さ
れ
た
。

　

千
葉
県
、
経
済
産
業
省
、
厚
生
労
働

省
、
金
融
庁
、
地
域
力
連
携
拠
点
等
は
、

昨
年
末
に
引
き
続
き
、
２
月
25
日
と
３

月
25
日
の
両
日
、
千
葉
市
内
に
お
い
て
、

中
小
企
業
支
援
施
策
の
「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
」
を
開
催
し
た
。

　

こ
れ
は
昨
年
12
月
に
実
施
さ
れ
た
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
（
本

誌
１
月
号
参
照
）
が
、
地
域
の
中
小
企

業
か
ら
好
評
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
経
済
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
再
度
、
年
度
末
に
も
実
施
し
た

も
の
で
、
相
談
内
容
は
次
の
と
お
り
。

県
当
初
予
算
決
定

　

▼
日
本
政
策
金
融
公
庫
千
葉
支
店
、

商
工
組
合
中
央
金
庫
千
葉
支
店
、
千
葉

県
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
金
融
相
談
▼

千
葉
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、
千
葉
県

商
工
会
議
所
連
合
会
、
千
葉
県
商
工
会

連
合
会
、
千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
、
地
域
力
連
携
拠
点
、
中
小
企
業
診

断
協
会
に
よ
る
新
事
業
展
開
な
ど
の
経

営
相
談
▼
下
請
か
け
こ
み
寺
（
千
葉
県

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
）
に
よ
る
下
請
取

引
相
談
▼
千
葉
労
働
局
に
よ
る
雇
用
調

整
助
成
金
（
中
小
企
業
緊
急
雇
用
安
定

助
成
金
）
の
相
談
▼
発
明
協
会
千
葉
県

支
部
に
よ
る
知
的
財
産
の
相
談
▼
千
葉

県
の
支
援
施
策
等
の
相
談

　

▼
監
事
会
５
月
６
日
㈭
午
後
２
時
＝

中
央
会
会
議
室
▼
正
副
会
長
会
議
５
月

７
日
㈮
午
後
２
時
30
分
＝
ホ
テ
ル
ポ
ー

ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
▼
理
事
会
（
決
算
）
５

月
７
日
㈮
午
後
３
時
＝
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト

プ
ラ
ザ
ち
ば
▼
第
54
回
通
常
総
会
５
月

28
日
㈮
午
後
２
時
30
分
＝
ホ
テ
ル
ポ
ー

ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
▼
専
門
委
員
会
６
月
23

日
㈬
午
後
３
時
＝
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ

ザ
ち
ば
▼
全
国
大
会
11
月
18
日
㈭
＝
奈

良
市
文
化
振
興
セ
ン
タ
ー
・
な
ら

１
０
０
年
会
館

地
域
力
連
携
拠
点
事
業
に
係
る

連
携
会
議

商
工
３
団
体
自
民
党
千
葉
県
議
会

商
工
議
員
連
盟
と
懇
談

中
央
会
の
主
要
行
事
予
定

組
合
士
交
流
会

女
性
経
営
者
等
交
流
会

第
３
回
理
事
会

千
葉
県
中
小
企
業
連
盟
総
会

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
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学
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
の
促
進
を
図
り
、
国
の
競
争
的
研

究
資
金
を
活
用
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
新
製
品
・
新

技
術
の
研
究
・
開
発
、
新
産
業
の
創
出

を
支
援
し
ま
す
。 

２ 
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
・
研
究
開
発
型
企

業
の
支
援
強
化 

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
出
・
育
成
や
、

既
存
の
中
小
企
業
の
研
究
開
発
型
企
業

へ
の
転
換
の
促
進
を
図
る
た
め
、
東
葛

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
、
か
ず
さ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
利
用
を
促
進
し
、

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

な
ど
に
よ
る
企
業
の
成
長
段
階
に
応
じ

た
多
面
的
な
取
組
を
推
進
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
県
内
経
済
団
体
、
企
業
等
と

協
働
の
う
え
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育

成
支
援
を
推
進
し
ま
す
。 

３ 

技
術
の
高
度
化
と
新
技
術
の
導
入
促

進 

　

千
葉
県
産
業
支
援
技
術
研
究
所
、
東

葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
等
を
中
心
に
、
実
用

化
・
商
品
化
に
向
け
た
支
援
、
研
修
事

業
や
技
術
相
談
、
知
的
財
産
全
般
に
関

す
る
支
援
な
ど
に
よ
り
技
術
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
企
業
情
報
の
提
供
や
企
業
間

の
交
流
に
よ
り
、
県
内
の
理
工
系
大
学
、

研
究
機
関
を
含
め
た
産
学
官
の
技
術
連

携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
ま
す
。 

４ 

戦
略
的
企
業
誘
致
の
推
進 

　

積
極
的
な
企
業
訪
問
活
動
や
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

本
県
の
多
様
な
魅
力
に
関
す
る
情
報

の
提
供
を
行
い
、
地
域
の
特
性
・
強

み
を
生
か
し
た
国
内
外
の
企
業
・

研
究
所
へ
の
誘
致
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、立
地
済
み
企
業
や
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
入
居
企
業
な
ど
へ
の

き
め
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
よ
り
、

県
外
へ
の
流
出
を
防
止
し
、
県
内
へ
の

再
投
資
を
促
進
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
立
地
企
業
へ
の
助
成
や
工
業

用
水
の
確
保
等
企
業
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

立
地
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。 

■   

中
小
企
業
の
経
営
基
盤
の
強
化

 　
【
主
な
取
組
】 

１ 

中
小
企
業
の
経
営
力
の
向
上 

　

地
域
社
会
を
支
え
る
中
小
企
業
の
多

様
で
活
力
あ
る
成
長
・
発
展
を
促
進
す

る
た
め
、
中
小
企
業
者
の
自
主
的
な
努

力
を
基
本
と
し
、
創
業
・
成
長
・
発
展

の
各
段
階
に
応
じ
て
、
中
小
企
業
の
立

場
に
立
っ
た
窓
口
相
談
や
専
門
家
派
遣

等
を
行
う
と
と
も
に
、
経
営
革
新
の
取

組
の
促
進
や
中
小
企
業
の
生
産
性
の
向

上
に
努
め
ま
す
。 

　

事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
県
内

中
小
企
業
支
援
機
関
と
連
携
し
、
統
一

あ
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
金
融
機

関
や
中
小
企
業
の
事
業
再
生
を
支
援
す

る
千
葉
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

＊
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
支
援
内
容
の

一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。 

２ 

資
金
調
達
の
円
滑
化 

　

県
が
融
資
に
係
る
原
資
の
一
部
を
取

扱
金
融
機
関
に
預
託
し
融
資
利
率
を
低

減
す
る
と
と
も
に
、
信
用
保
証
協
会
に

よ
る
保
証
を
付
与
す
る
こ
と
で
、
金
融

機
関
の
貸
出
リ
ス
ク
を
引
き
下
げ
、
担

保
や
信
用
力
に
乏
し
い
県
内
中
小
企
業

者
の
資
金
調
達
を
円
滑
化
し
ま
す
。 

３ 

販
路
開
拓
に
向
け
た
支
援

　

中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
独
自
に

開
発
し
た
優
れ
た
製
品
に
対
す
る
県
の

認
定
制
度
な
ど
に
よ
り
、
市
場
性
や
ブ

ラ
ン
ド
力
を
高
め
て
、
売
れ
る
製
品
づ

千
葉
県
総
合
計
画
発
表

　
「
輝
け
！ 

ち
ば
元
気
プ
ラ
ン
」

　

千
葉
県
は
こ
の
ほ
ど
、
県
政
運
営
の

基
本
方
針
と
な
る
「
千
葉
県
総
合
計
画
」

を
発
表
し
た
。「
く
ら
し
満
足
度
日
本
一
」

を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
①
安
全
で
豊
か

な
く
ら
し
の
実
現
②
千
葉
の
未
来
を
担

う
子
ど
も
の
育
成
③
経
済
の
活
性
化
と

交
流
基
盤
の
整
備
の
三
つ
の
視
点
か
ら

千
葉
県
の
10
年
後
の
目
指
す
姿
を
示
し

た
。
以
下
は
、
そ
の
う
ち
の
、
平
成
24

年
度
ま
で
の
３
ヵ
年
計
画
の
「
挑
戦
し

続
け
る
産
業
づ
く
り
」
の
施
策
項
目
の

概
要
。

■   

新
事
業
・
新
産
業
の
創
出
と
企
業
立

地
の
促
進 

　
【
主
な
取
組
】 

１ 

産
学
官
の
連
携
に
よ
る
研
究
開
発
の

促
進

　

県
内
企
業
が
、
低
炭
素
社
会
や
高
齢

化
社
会
な
ど
の
新
た
な
社
会
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
新
製
品
・
新
技
術
の
開
発

や
新
産
業
の
創
出
を
行
う
た
め
に
は
、

産
学
官
が
連
携
し
、
課
題
の
克
服
に
向

け
た
取
組
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　

そ
こ
で
、専
門
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
設
置
し
、
企
業
相
互
間
、
企
業
・
大
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６ 

地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
と
連
携

し
た
地
域
産
業
の
活
性
化 

　

活
力
の
低
下
が
深
刻
さ
を
増
す
、
商

店
街
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
商
業
を
活

性
化
す
る
た
め
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
担
い
手
と
し
て
地
域
商
業
に
期
待
さ

れ
る
役
割
と
本
来
の
商
業
機
能
を
充
実

す
る
取
組
を
検
討
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域

の
顔
と
な
る
中
心
市
街
地
等
に
来
訪
者

を
幅
広
く
呼
び
込
み
、
恒
常
的
な
来
街

者
の
増
加
に
結
び
付
け
る
取
組
や
、
農

商
工
連
携
や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商

品
開
発
な
ど
の
取
組
を
促
進
し
ま
す
。 

【
注
】
＊
千
葉
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

＝
中
小
企
業
の
事
業
再
生
を
支
援
す
る
た
め
、

平
成
15
年
に
各
都
道
府
県
に
１
箇
所
ず
つ
設

置
。
企
業
再
生
に
関
す
る
知
識
と
経
験
を
持
つ

専
門
家
が
常
駐
し
、
中
小
企
業
の
再
生
に
係
る

相
談
に
き
め
細
や
か
に
対
応
し
て
い
る
（
本
誌

２
月
号
参
照
）。 

＊
Ｂ
Ｃ
Ｐ
＝Business Continuity Plan 

本

誌
09
年
10
月
号
参
照
。

■  

雇
用
対
策
の
推
進
と
産
業
人
材
の
確

保
・
育
成 

　
【
主
な
取
組
】 

１ 

雇
用
機
会
の
創
出 

　

非
正
規
労
働
者
の
雇
い
止
め
問
題
を

は
じ
め
と
す
る
雇
用
環
境
の
急
速
な
悪

く
り
を
促
進
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
県
内
外
企
業
と
の
取
引
拡
大

の
た
め
、
専
門
家
に
よ
る
製
品
紹
介
や

商
談
会
の
開
催
な
ど
の
販
売
活
動
支
援

を
推
進
し
ま
す
。 

４ 

海
外
市
場
取
引
の
促
進 

　

中
小
企
業
に
と
っ
て
海
外
取
引
は
、

国
内
取
引
に
比
べ
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と

や
、
取
引
先
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
蓄

積
が
困
難
で
あ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、

挑
戦
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
た
め
、
海

外
市
場
を
視
野
に
入
れ
た
取
組
を
検
討

し
ま
す
。 

　

特
に
、
ジ
ェ
ト
ロ
千
葉
と
連
携
し
て

貿
易
投
資
相
談
を
実
施
し
、
窓
口
相
談

か
ら
専
門
家
派
遣
、
展
示
会
等
へ
の
出

展
支
援
な
ど
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る

集
中
支
援
を
行
い
、
事
業
が
収
益
事
業

と
し
て
育
つ
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

５ 

中
小
企
業
の
事
業
承
継
と
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援 

　

中
小
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で

あ
る
事
業
承
継
に
つ
い
て
、
専
門
職
員

に
よ
る
指
導
・
助
言
を
行
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
大
規
模
地
震
や
風
水
害
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
緊
急
事
態
に

お
け
る
企
業
と
し
て
の
危
機
管
理
対
策

で
あ
る
「
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）」

＊
の
取
組
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

 

化
に
対
応
す
る
た
め
、
国
か
ら
の
交
付

金
を
基
に
造
成
し
た
基
金
を
利
用
し
て

委
託
事
業
等
を
実
施
し
、
雇
用
の
場
の

創
出
と
継
続
的
な
雇
用
の
支
援
を
行
い

ま
す
。 

２ 

就
労
支
援
と
職
業
能
力
の
開
発 

　

フ
リ
ー
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
職
業

ス
キ
ル
を
積
む
機
会
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
若
年
層
、
出
産
・
子
育
て
等
で
仕
事

を
離
れ
た
女
性
、
障
害
の
あ
る
人
、
中

高
年
齢
離
職
者
等
、
意
欲
が
あ
っ
て
も

就
労
、
と
り
わ
け
正
規
雇
用
に
至
る
の

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
方
な
ど
の
就
業
・

定
着
を
図
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
離
職
者
・
転
職
者
を
は
じ
め

と
す
る
様
々
な
求
職
者
を
対
象
に
、
高

等
技
術
専
門
校
や
大
学
、
専
修
学
校
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ 

法
人
、
企
業
等
の
教
育
訓
練
機

関
を
活
用
し
て
、
就
業
に
結
び
つ
く
職

業
能
力
開
発
を
進
め
ま
す
。 

　

あ
わ
せ
て
、
働
く
側
（
求
職
）
と
雇

用
す
る
側
（
求
人
）
の
双
方
の
条
件
と

ニ
ー
ズ
に
視
点
を
向
け
、
求
職
者
へ
の

支
援
を
実
施
す
る
こ
と
で
雇
用
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
の
解
消
を
図
り
ま
す
。 

３ 

中
小
企
業
等
の
人
材
確
保
・
育
成
支

援 

　

地
域
の
中
小
企
業
に
お
け
る
将
来
の

労
働
力
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
等
で
の
採
用
支
援
や
企

業
の
Ｏ
Ｂ
人
材
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、

中
小
企
業
等
の
人
材
確
保
の
支
援
を
進

め
ま
す
。 

　

ま
た
、
も
の
づ
く
り
分
野
を
中
心
と

し
た
中
小
企
業
等
の
人
材
確
保
・
育
成

を
支
援
す
る
た
め
、
県
と
企
業
な
ど
と

の
連
携
に
よ
る
中
小
企
業
等
へ
の
若
年

技
術
者
な
ど
の
人
材
供
給
や
、
中
小
企

業
等
の
従
業
員
の
能
力
開
発
を
図
り
ま

す
。 

４ 

働
き
や
す
い
環
境
の
整
備 

　

年
齢
、
性
別
、
障
害
の
有
無
な
ど
に

関
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
働
く
人
が
、
仕

事
と
生
活
の
調
和
を
図
り
、
意
欲
と
能

力
を
生
か
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環

境
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
多
様
で
柔
軟
な
雇
用
制
度
の
導

入
が
経
済
的
に
合
理
的
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
、
社
会
一
般
の
理
解
を
広
め
、

意
識
を
醸
成
し
て
い
き
ま
す
。 

　

ま
た
、
賃
金
・
解
雇
・
労
働
時
間
・

労
使
紛
争
等
の
労
働
問
題
と
、
社
会
環

境
の
変
化
・
職
場
の
人
間
関
係
な
ど
に

よ
る
心
の
健
康
問
題
を
持
つ
労
働
者
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
労
働
相
談

等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
労
働
関
係

法
令
等
の
普
及
啓
発
等
を
充
実
さ
せ
、

誰
も
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。 
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自
社
（
店
）
の
商
圏
範
囲
を
明
確
に

示
せ
る
中
小
企
業
が
ど
れ
だ
け
あ
る
だ

ろ
う
か
。「
商
圏
」
と
い
う
と
、
通
常
は

商
店
の
場
合
を
云
い
、「
自
店
の
顧
客
が

ど
の
町
丁
に
何
人
い
る
。」
と
い
う
よ
う

に
、「
自
社
（
店
）
の
影
響
力
の
及
ぶ
地

域
の
範
囲
」
と
解
さ
れ
て
い
る
が
、
本

質
的
に
は
必
ず
し
も
地
域
で
な
く
と
も

良
い
。
製
造
業
で
あ
れ
ば
、「
特
定
の
型

式
・
仕
様
・
性
能
を
持
っ
た
自
社
製
品

の
潜
在
顧
客
が
何
処
の
業
界
に
居
て
、

そ
の
製
品
の
需
要
量
が
ど
れ
程
の
量
存

在
す
る
。」
と
い
う
の
も
、一
種
の
「
商
圏
」

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
自
社
の
顧
客
と

商
圏
」
に
つ
い
て
質
問
し
て
み
る
と
、
顧

客
の
顔
が
見
え
て
い
る
事
業
者
で
も
商

圏
と
な
る
と
曖
昧
な
返
事
し
か
返
っ
て

こ
な
い
の
で
あ
る
。「
知
り
た
く
て
も
、

ど
う
や
っ
て
調
べ
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
向
き
が
あ
る
か
も
知
れ
な

い
が
、
理
由
は
と
も
か
く
、「
業
種･

業

態
に
拘
ら
ず
自
社
（
店
）
の
商
圏
を
明

確
に
認
識
し
て
い
る
中
小
事
業
者
が
極

め
て
少
な
い
。」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

我
々
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
見
る
と
、
顧

客
不
在
で
自
己
中
心
の
商
売
（
経
営
）

を
し
て
い
る
か
ら
、「
顧
客
が
ど
ん
な
用

途
や
ニ
ー
ズ
か
ら
商
品
を
買
お
う
が
、

商
品
が
売
れ
さ
え
す
れ
ば
そ
ん
な
こ
と

は
ど
う
で
も
良
い
と
思
っ
て
い
る
（
関
心

が
無
い
）
の
で
は
な
い
か
？
」
と
疑
っ
て

し
ま
う
。
と
い
う
の
は
、
商
圏
と
は
、

事
業
者
自
ら
が
主
体
的
に
設
定
し
、
種

を
蒔
き
、
肥
や
し
を
や
っ
て
耕
す
、「
畑

の
よ
う
な
も
の
」
で
あ
る
べ
き
と
考
え

る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
商
圏
を

明
確
に
規
定
し
て
い
な
い
事
業
者
は
自

社
の
商
圏
の
手
入
れ
を
怠
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

　
「
商
圏
認
識
の
薄
い
事
業
者
は
決
ま
っ

て
戦
略
の
無
い
経
営
を
行
っ
て
い
る
」
と

云
っ
て
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
、
戦
略
と
は
書

い
て
字
の
と
お
り
、「
ラ
イ
バ
ル
と
戦
っ

て
勝
つ
た
め
の
方
策
」
で
あ
り
、
競
合

認
識
の
な
い
と
こ
ろ
に
戦
略
は
無
い
か

ら
で
あ
る
。ラ
イ
バ
ル
を
意
識
し
た
上
で
、

「
自
社
の
経
営
が
成
り
立
つ
に
は
、
ど
の

商
品
を
ど
ん
な
用
途
に
ど
れ
だ
け
売
れ

ば
よ
い
か
」
あ
る
い
は
「
一
定
の
客
単
価

の
も
と
に
何
人
の
顧
客
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
」
と
い
う
具
体
的
な

数
値
計
算
か
ら
商
圏
と
し
て
求
め
る
べ

き
顧
客
の
存
在
範
囲
（
商
圏
）
が
決
ま
っ

て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、
自
ら
設
定
し
た

商
圏
は
徹
頭
徹
尾
ラ
イ
バ
ル
か
ら
死
守

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
、商
圏
内
の
動
向
は
、あ
た
か
も
「
や

く
ざ
社
会
の
縄
張
り
」
の
よ
う
に
、
ア

ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
し
て
絶
え
ず
監
視

し
、
些
細
な
変
化
に
も
関
心
を
持
っ
て

対
処
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
」
と
い
う
と
、

な
ぜ
か
プ
ロ
の
仕
事
で
、「
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
会
社
な
ど
に
委
託
し
、
分
厚
い
報

告
書
と
し
て
受
け
取
る
デ
ー
タ
類
」
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

実
は
本
来
事
業
者
自
身
が
行
う
べ
き「
商

圏
内
の
監
視
作
業
」
な
の
で
あ
る
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
目
的
が
「
監

視
」
に
あ
る
と
し
た
ら
、
調
査
報
告
書

は「
監
視
の
結
果
」と
い
う
こ
と
に
な
る
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
を
他
人
に
頼
ん
だ

と
し
た
ら
、
報
告
書
が
出
来
上
が
る
ま

で
最
低
二
ヶ
月
は
掛
か
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
読
ん
で
理
解
し
た
上
で
事
態
に

対
処
す
る
に
は
一
年
の
四
半
期
が
過
ぎ

て
し
ま
い
、
そ
の
頃
に
は
商
圏
の
状
況
は

変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

し
た
が
っ
て
、
調
査
報
告
書
は
所
詮
過

去
の
デ
ー
タ
に
他
な
ら
な
い
。そ
れ
よ
り
、

時
々
刻
々
の
情
報
を
数
字
に
置
き
換
え

ら
れ
る
よ
う
事
業
者
や
管
理
者
の
頭
の

中
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
の
方
が
ど
れ

ほ
ど
有
効
か
分
か
ら
な
い
。
筆
者
は
メ
ー

カ
ー
で
長
年
調
査
業
務
に
従
事
し
て
き

た
の
で
実
感
と
し
て
感
じ
る
の
で
あ
る

が
、
あ
た
か
も
コ
ッ
プ
に
半
分
注
が
れ
た

何
故
や
ら
な
い
、
何
故
出
来
な
い
？

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
の
勧
め

跡
を
絶
た
な
い

自
己
中
心
の
成
り
行
き
経
営

自
社
の
商
圏
を
守
る
た
め
に

ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ

調
査
の
結
果
よ
り
、
調
査
す
る

こ
と
自
体
に
意
義
が
あ
る
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水
を
「
多
い
」
と
も
「
少
な
い
」
と
も

受
け
取
れ
る
よ
う
に
、
調
査
の
数
字
に

は
い
か
よ
う
に
も
解
釈
で
き
る
面
が
あ

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
な
ま
じ
解
釈
を
加
え

る
よ
り
、「
デ
ー
タ
を
し
て
語
ら
し
め
る
」

方
が
余
程
親
切
な
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ

か
依
頼
者
は
解
釈
の
み
を
求
め
る
の
で

あ
る
。
統
計
数
値
と
い
う
の
は
、
始
め

は
不
明
確
で
あ
っ
て
も
、
暫
く
追
跡
し

て
い
る
と
動
か
し
難
い
事
実
と
な
っ
て
出

て
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
に
な
っ
て

手
を
打
っ
た
の
で
は
既
に
手
遅
れ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
数
字

を
読
み
取
る
側
に
と
っ
て
は
、
多
方
面

か
ら
の
デ
ー
タ
を
総
合
的
に
分
析
し
洞

察
す
る
能
力
が
要
求
さ
れ
る
わ
け
で
、

判
断
を
下
す
事
業
者
や
管
理
者
自
身
が

デ
ー
タ
数
値
を
解
釈
す
る
の
が
一
番
良
い

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
事
業
者
や
管
理

者
に
多
方
面
か
ら
の
デ
ー
タ
数
値
が

時
々
刻
々
入
っ
て
く
る
よ
う
に
さ
え
し
て

お
き
さ
え
す
る
な
ら
ば
、
改
め
て
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
に
時
間
と
金
を
か
け

る
必
要
も
無
く
な
る
の
で
あ
る
。
先
ほ

ど
の
「
自
社
の
商
圏
範
囲
」
に
し
て
も
、

仮
設
を
立
て
、
幾
つ
か
の
検
証
を
行
え

ば
、
確
証
の
持
て
る
範
囲
が
自
ず
と
見

え
て
く
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
商
圏
内
を
監
視
し
て
変
化
に
対
処
す

る
」
と
述
べ
た
が
、
具
体
的
に
は
何
を

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
技
術
変
化
や
法

改
正
と
い
っ
た
業
界
共
通
の
事
象
に
対

し
て
対
応
す
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、

顧
客
の
ニ
ー
ズ
や
嗜
好
の
変
化
、
及
び

そ
れ
ら
に
基
づ
く
総
需
要
量
の
増
減
と

い
っ
た
、
自
社
製
品
の
売
上
高
や
利
益･

業
績
に
か
か
わ
る
兆
し
を
い
ち
早
く
察

知
し
て
、
技
術
力
や
販
売
の
強
化
を
図

る
こ
と
も
重
要
な
対
処
の
仕
方
の
一
つ
で

あ
る
。
し
か
し
実
は
そ
の
こ
と
以
上
に

重
要
な
こ
と
が
有
る
。「
ラ
イ
バ
ル
と
の

戦
力
比
較
と
そ
れ
に
よ
る
戦
略
の
修
正
」

で
あ
る
。
例
え
ば
規
模
の
大
き
な
ラ
イ

バ
ル
企
業
が
、
豊
富
な
資
金
力
に
物
を

言
わ
せ
て
突
然
安
値
攻
勢
を
仕
掛
け
て

き
た
り
、
顧
客
の
囲
い
込
み
作
戦
に
出

て
き
た
と
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
自
社

が
こ
れ
ま
で
高
付
加
価
値
戦
略
を
採
っ

て
い
た
と
し
た
ら
、
多
少
な
り
と
も
変

更
を
余
儀
無
く
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、「
自
社
の
強
み･

弱
み
」
は

ラ
イ
バ
ル
と
の
相
対
関
係
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
く
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
例

の
場
合
、
も
し
自
社
が
低
価
格
戦
略
で

対
抗
で
き
な
い
と
し
た
ら
、
即
刻
新
た

な
第
三
の
戦
略
に
向
け
て
創
り
こ
み
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
て
事
業
者

が
常
時
監
視
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
、
自
社
の
経
営
資
源
で
あ
る
。

｢
人
‥
経
営
者
、
従
業
員｣

「
物
‥
立
地

条
件
、
土
地･

建
物
（
ス
ペ
ー
ス
）、
機
械

装
置
」「
金
‥
資
金
（
調
達
力
）」「
ノ
ウ

ハ
ウ
‥
知
的
所
有
権
、
ア
イ
デ
ィ
ア
、
管

理
能
力
」
の
状
況
は
時
々
刻
々
変
化
す

る
の
で
、
余
程
意
識
的
に
客
観
的
な
評

価
を
心
掛
け
て
い
な
い
と
咄
嗟
の
場
合

に
的
確
な
判
断
を
下
せ
な
い
。
特
に
人

材
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
価
値
は
、
過
去
の
イ

メ
ー
ジ
や
苦
い
経
験
に
囚
わ
れ
て
実
際

よ
り
過
大
や
過
小
な
評
価
を
し
て
し
ま

う
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
一
見
何

気
な
い
普
通
の
営
み
が
、
ラ
イ
バ
ル
と
比

較
す
る
と
俄
然
強
み
に
な
っ
た
り
す
る
。

例
え
ば
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
生
鮮

食
品
を
扱
っ
て
い
る
Ｓ
Ｍ
や
飲
食
店
は
、

仕
入
ル
ー
ト
が
不
定
の
店
と
比
較
し
た

場
合
、
消
費
者
に
と
っ
て｢

よ
り
安
心

で
き
る
店｣

で
あ
る
。
同
様
に
従
業
員

の
居
付
き
の
良
い
店
は
、
出
入
り
が
激

し
い
店
に
比
べ
て
、
よ
り
親
し
み
や
す
い

店
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

自
社
の
経
営
資
源
を
常
時
監
視
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
う
一
つ
の
理

由
は
、
そ
れ
が
将
来
の
有
力
な
戦
略
手

段
に
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
ダ
イ
ヤ

の
原
石
を
仕
入
れ
て
計
画
的
に
磨
き
を

か
け
る
な
ら
ば
、
何
年
か
先
に
は
光
り

輝
く
よ
う
に
な
る
。
研
究
開
発
や
人
材

育
成
は
常
に
そ
の
よ
う
な
意
図
か
ら
為

さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、そ
の
為
に
は
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
調
査
と
経
営
戦
略
が
一
体
と

な
っ
た
、
意
図
的
か
つ
計
画
的
な
取
り

組
み
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

（
中
小
企
業
診
断
士　

新
井
将
平
）

マーケティング調査の対象と
主な調査項目

商圏内の変化
（成長戦略のベース）

自他の経営資源
（競争戦略のベース）

需要（潜在需要量、生産･
販売量、販売価格）

顧客（属性､嗜好･ニーズ）
競合（参入･撤退、業容･

業態、商品･客層）

経営力（経営者の力量）
組織力（組織風土､士気）
営業力（市場占拠率）
技術力（知的財産権）
調達力（仕入先･ルート）

「
自
社
の
強
み･

弱
み
」
は

ラ
イ
バ
ル
と
の
相
対
関
係

分
か
っ
て
い
る
よ
う
で
分
か
っ

て
い
な
い｢

自
社
の
経
営
資
源
」

時
間
を
掛
け
て
自
社
の
経
営

資
源
を
計
画
的
に
強
化
す
る
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「
改
正
組
合
法
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
改
正
の
つ
ど
本
誌
で
再
三
お
知
ら

せ
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
改
め
て

決
算
を
中
心
に
、
年
度
末
か
ら
総
会
ま

で
の
手
続
き
を
中
心
に
述
べ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
理
事
は
① 

通
常
総
会
の

１
週
間
前
ま
で
に
決
算
関
係
書
類
を
監

事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
② 

通
常
総
会
の
１
週
間
前
ま
で
に
決
算
関

係
書
類
を
主
た
る
事
務
所
に
備
え
置
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
18
年
の
法
改
正
に
よ
り

次
の
よ
う
に
そ
の
作
成
・
手
続
き
が
明

確
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

⑴
決
算
関
係
書
類
及
び
事
業
報
告
書

は
、
監
事
の
監
査
後
に
、
理
事
会
の
承

認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

⑵
理
事
は
、
理
事
会
の
承
認
を
受
け

た
決
算
関
係
書
類
及
び
事
業
報
告
書
を
、

通
常
総
会
の
通
知
と
と
も
に
組
合
員
に

提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

⑶
組
合
は
、
通
常
総
会
の
２
週
間
前

ま
で
に
決
算
関
係
書
類
及
び
事
業
報
告

年
度
末
の
決
算
事
務
手
続
き

組
合
Ｑ
＆
Ａ

書
を
主
た
る
事
務
所
及
び
従
た
る
事
務

所
（
従
た
る
事
務
所
へ
は
写
し
）
に
備

え
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
監
事
の
決
算
関
係
書
類
に
係

る
「
監
査
報
告
」
の
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

① 

監
事
の
監
査
の
方
法
及
び
そ
の
内

容
②
決
算
関
係
書
類
（
剰
余
金
処
分
案

又
は
損
失
処
理
案
を
除
く
。）
が
当
該
組

合
の
財
産
及
び
損
益
の
状
況
の
す
べ
て

の
重
要
な
点
に
お
い
て
適
正
に
表
示
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
意
見
③

剰
余
金
処
分
案
又
は
損
失
処
理
案
が
法

令
又
は
定
款
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う

か
に
つ
い
て
の
意
見
④ 

剰
余
金
処
分
案

又
は
損
失
処
理
案
が
当
該
組
合
の
財
産

の
状
況
そ
の
他
の
事
情
に
照
ら
し
て
著

し
く
不
当
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
⑤

監
査
の
た
め
に
必
要
な
調
査
が
で
き
な

か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理

由
⑥
追
記
情
報
⑦
監
査
報
告
を
作
成
し

た
日
。

　

さ
ら
に
、通
常
総
会
の
招
集
に
あ
た
っ

て
は
会
議
の
目
的
た
る
事
項
（
議
案
）

を
示
す
こ
と
で
足
り
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
通
常
総
会
の
招
集
に
あ

た
っ
て
は
、
決
算
関
係
書
類
、
事
業
報

告
書
、監
査
報
告
書
を
併
せ
て
提
供
（
書

面
の
場
合
は
郵
送
）
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
監
事
が
監
査
報
告
を
理
事

に
通
知
す
る
ま
で
の
期
間
と
し
て
は
、

組
合
か
ら
決
算
関
係
書
類
（
業
務
監
査

権
限
を
有
す
る
監
事
は
事
業
報
告
を
含

む
）
が
提
供
さ
れ
て
か
ら
、
原
則
４
週

間
を
経
過
し
た
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
＊

監
事
が
４
週
間
以
内
に
監
査
報
告
を
理

事
に
通
知
す
る
こ
と
は
特
段
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
）。

　

こ
の
こ
と
及
び
通
常
総
会
の
２
週
間

前
ま
で
に
決
算
関
係
書
類
及
び
事
業
報

告
書
を
事
務
所
に
備
え
置
く
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
組
合
に
お

い
て
は
、
決
算
関
係
書
類
及
び
事
業
報

告
書
を
監
事
へ
提
出
し
た
日
か
ら
通
常

総
会
の
開
催
日
ま
で
は
最
低
６
週
間
を

要
し
ま
す
の
で
、
年
度
末
終
了
後
に
速

や
か
に
決
算
関
係
書
類
及
び
事
業
報
告

書
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
、
組
合
か
ら
監
事
へ
の
関
係

書
類
の
提
出
期
限
は
法
律
に
特
段
規
定

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、 

個
々
の
監
事

の
監
査
能
力
と
監
査
に
要
す
る
実
際
の

期
間
を
見
極
め
、
関
係
書
類
の
作
成
期

限
を
予
め
決
定
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　

加
え
て
、
決
算
関
係
書
類
及
び
事
業

報
告
書
の
監
事
へ
の
提
出
時
期
、
理
事

会
の
開
催
時
期
、
通
常
総
会
の
通
知
と

と
も
に
決
算
関
係
書
類
及
び
事
業
報
告

書
を
組
合
員
に
提
供
す
る
方
法
等
に
つ

い
て
、
個
々
の
組
合
で
検
討
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
組
合
員
全
員
の
同
意
が
あ
る

場
合
に
は
、
総
会
の
招
集
手
続
を
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
の
場
合

に
は
招
集
手
続
そ
の
も
の
を
行
う
必
要

が
な
い
こ
と
か
ら
、
決
算
関
係
書
類
、

事
業
報
告
書
を
組
合
員
に
事
前
に
提
供

す
る
必
要
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
前
に
提
供
す
る
こ
と
が
必

要
な
も
の
は
、
決
算
関
係
書
類
、
事
業

報
告
書
及
び
監
査
報
告
で
あ
り
、
通
常

総
会
の
議
決
を
要
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
収
支
予
算
や
事
業
計
画
な
ど
は
事

前
提
供
の
対
象
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

 　

年
度
末
か
ら
通
常
総
会
ま
で
の
日
程

を
例
示
す
る
と
次
㌻
の
と
お
り
。

◎
詳
細
は
各
組
合
の
担
当
指
導
員
へ	
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年度末の決算事務手続き
（平成22年３月決算、５月28日総会の場合の例示）

　４月　１日　　　「決算関係書類」及び事業報告書の作成
　　　　　　　　 組合は、「決算関係書類」（財産目録、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案又は損失

処理案）及び「事業報告書」を作成しなければならない。

　4月　８日	 監事への「決算関係書類」及び「事業報告書」の提出
　　　　　　　　 監事の監査権限を会計に限定している組合は「決算関係書類」のみ。

　５月　７日　　　監事の監査、「監査報告」の作成・通知
　　　　　　　　 「決算関係書類」及び「事業報告書」の受領日から４週間経過した日。（監事が４週間を

下回る日までに通知すれば、その時点で監査をうけたこととなる）。

　５月１４日　　　理事会の開催
　　　　　　　　 理事長は理事会の１週間前までに、各理事に対し、理事会の招集通知を発しなければな

らない。理事会では通常総会の開催及び議案を議決するとともに、監事の監査を受けた
「決算関係書類」及び「事業報告書」の承認を行なう。

　５月１７日　　　通常総会開催通知の発出
　　　　　　　　 組合は①「決算関係書類」及び「事業報告書」を通常総会の２週間前から５年間主たる

事務所に備え置き、理事長は、通常総会の議案、日時・場所のほか、理事会で承認を受
けた「決算関係書類」「事業報告書」及び「監査報告書」を添付し、会日の１０日前ま
でに提供しなければならない。

　
　５月２８日　　　通常総会の開催
　　　　　　　　  ①「決算関係書類」及び「事業報告書」の承認、②「事業計画書」、「収支予算書」及び

会費の賦課徴収方法その他提出議案の承認
　　　　　　　　　 理事会の開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 役員改選があり、改選された理事全員の同意があった場合
　　　　　　　　代表理事の選任

　5月３１日　　　法人税等の確定申告及び納税
　　　　　　　　 事業年度終了日の翌日から２ヶ月以内（提出期限が土曜日にあたるときは翌々日が、日

曜日・祝祭日にあたるときは、翌日が申告・納付期限）

　６月１１日　　　届出・認可申請
　　　　　　　　 決算関係書類の提出は通常総会の終了の日から２週間以内
　　　　　　　　役員変更届は変更後２週間以内
　　　　　　　　定款変更の認可申請は通常総会終了後すみやかに
　　　　　　　　　
　　　　　　　　 登記
　　　　　　　　 変更後（定款変更を伴うものは認可書が到達した日から）２週間以内、ただし出資金の

変更は事業年度末日から４週間以内
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□連携体の条件

⑴中核となる中小企業が存在すること
⑵ ２以上の中小企業が参加すること。他に、大企業や大学、研究機関、ＮＰＯ、組合などをメンバー

に加えることも可能です。ただし、中小企業の貢献度合いが半数以下の場合は支援対象外。
⑶参加事業者間での規約等により役割分担、責任体制等が明確化していること。

支援策
□融資の優遇措置

⑴政府系金融機関による低利融資制度
　「新連携計画」に基づく設備資金及び運転資金について、金利面（政策金融の中で最優遇の金利）
などで優遇しています。
日本政策金融公庫（中小企業事業）東京相談センター　℡ . 03-3270-1260
⑵高度化融資制度
　「新連携計画」に基づいて４者以上が連携して行う事業に必要な生産・加工施設等の設備資金につい
て、中小企業基盤整備機構が都道府県と協力して融資を行います。なお、融資に当たっては、中小企
業基盤整備機構が戦略会議と連携しながら、新連携計画の認定前に高度化事業計画に対するアドバイ
スを行います。
中小企業基盤整備機構地域経済振興部地域振興企画課　℡ . 03-5470-1528

□信用保証の優遇措置

⑴信用保証の特例
　中小企業者が金融機関から融資を受ける際、信用保証協会が債務保証する制度で、新連携計画の認
定を受けた中小企業者については、普通保証、無担保保証、特別小口保証、売掛金債権担保保証に加
えて、別枠で同額の保証を受けることができます。
　新事業開拓保証の限度枠の拡大措置もあります。
全国信用保証協会連合会業務部　℡ . 03-6823-1200
⑵情報処理推進機構の債務保証
　新連携プロジェクトの実施において、新技術を活用したプログラムの開発に必要な資金について、「新
連携計画」に参画する個別企業の返済能力、プロジェクトの内容を評価し、無担保で債務保証を行い
ます。
情報処理推進機構ソフトウェア開発事業部金融グループ　℡ . 03-5978-7505

　＊ その他新事業活動促進支援補助金、中小企業投資育成株式会社法の特例、特許料等の減免措置等
の優遇措置が講じられております。詳細は

中小企業庁経営支援部新事業促進課　℡ . 03-3501-1767
関東経済産業局新規事業課　℡ . 048-600-0394
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今チャレンジ新連携
新連携
□新連携事業とは

　新連携（中小企業新事業活動促進法では、「異分野連携新事業分野開拓」といいます）とは、その
行う事業の分野を異にする事業者が有機的に連携し、その経営資源（設備、技術、個人の有する知識
及び技能その他の事業活動に活用される資源をいいます）を有効に組み合わせて、新事業活動を行う
ことにより、新たな事業分野の開拓を図ることをいいます。

□新連携支援のスキーム

【連携体を構築する】⇒【事業計画の作り込み】⇒【経済産業局に申請・認定を受ける】
⇒【事業計画の実施】⇒【事業化】

□新連携事業の要件

　新連携事業の計画内容については、異分野の事業者が、経営資源を有効に組み合わせて、新事業活
動を行うことにより、新たな事業分野の開拓を図るものであることが必要です。

「異分野」とは
　日本標準産業分類における細分類（４桁）が異なるものをいいます。ただし、同分類でも、持ち寄
る経営資源が異なれば異分野とします。

「新事業活動」とは
　①　新商品の開発又は生産
　②　新役務の開発又は提供
　③　商品の新たな生産又は販売の方式の導入
　④　役務の新たな提供の方式の導入その他の新たな事業活動
　　　＊ ここでの「新たな」とは、地域や業種を勘案して新しい事業活動をさしています。ただし、

当該地域や業種において、既に相当程度普及している技術・方式の導入等及び研究開発の段
階にとどまる事業については支援対象外。

「新事業分野開拓」とは
　市場において事業を成立させることです。「需要が相当程度開拓されること」が必要であり、具体的
な販売活動が計画されているなど事業として成り立つ可能性が高く、継続的に事業として成立するこ
とが求められます。

＊ 計画期間」は３～５年間です。さらに財務面では「新事業活動」により持続的なキャシュフローを確
保し、10 年以内に融資返済や投資回収が可能なものであり、資金調達コストも含め一定の利益をあ
げることが必要です。
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　　Ⅳ型（定期保険型）：無配当　定期保険
　　　　　　　　　　　～計画的な保障準備と資産準備にご活用いただけるプラン～
 【特長】 １．保険期間中、経営者が万一の場合の大型保障で、企業を守ります。
  ２．保険期間中、解約返戻金を生存退職金の財源として活用できます。
  ３． 保険料払込期間の短期払を選択すると、短期集中払込みで将来の資産づくりができます。
  ４．保険期間は、勇退時期等に合わせて、最長98歳まで設定できます。
　◎三井生命保険株式会社 千葉支社：℡.043-225-7389  船橋支社：℡.047-434-9075　柏支社：℡.04-7164-6457 

三井住友海上火災保険の共済制度
■団体傷害保険
　□ 会員事業所の従業員が業務上または通勤途上の災害を被った場合にお役に立つ「普通傷害保険」に約

46％割引の有利なご契約でご加入いただけます。
　□政府労災保険の認定を待たずに保険金をお支払いたします。
　□従業員の福利厚生のお役にたちます。

■労災保険
　□ 会員事業所の従業員が業務上または通勤途上の災害を被った場合にお役に立つ「労働災害総合保険」に

55％割引の有利な団体契約でご加入いただけます。

■団体自動車保険
　□会員事業所の業務用自動車はもとより、役員・従業員の皆さまのマイカーも加入できます。
　□ 保険料を現金でご用意いただく必要はありません。（保険料はご指定の預金口座からの引落となりますの

で、保険料をご用意・お支払いただく手間がかかりません。） 
　□会員ならではのメリットは掛金が約５％の割引きでご加入いただけます。
　□ご加入受付は随時承っております。
　◎三井住友海上火災保険株式会社 千葉支店　千葉第一支社　℡.043-225-2716

中小企業基盤整備機構の共済制度
■経営セーフティ（中小企業倒産防止）共済
　□ 取引先が倒産した場合、積み立てた掛金総額の10倍の範囲内（最高3,200万円＊）で回収困難な売掛金債

権等の額以内の共済金の「貸付け」が受けられます。取引先の倒産に伴う連鎖倒産を防止するための共
済制度です。

＊平成22年度税制改正大綱で、貸付限度額が8,000万円に引き上げられる等、制度の見直しが行われ
る予定です。

　□ 本制度に加入後６ヶ月以上を経過して、取引先が倒産し（夜逃げ、内整理等は含まれません）、これに伴
い売掛金債権及び前渡金返還請求権について回収困難となった場合に、共済金貸付が受けられます。なお、
貸付の請求ができる期間は倒産発生日から６ヶ月以内です。

　□ 共済金の貸付は無担保・無保証人です。ただし、共済金の貸付を受けられますと貸付額の10分の１に相
当する掛金の権利は消滅します。

　□掛金は税法上経費または損金に算入できます。
　□一時貸付金制度も利用できます。
　◎独立行政法人 中小企業基盤整備機構 共済相談室　050-5541-7171

　◎ ご契約の際には必ず「ご契約のしおり・約款」等をご覧ください。
　　 詳細については各保険会社、中小企業基盤整備機構あるいは、本会商業連携支援部共済担当

（℡.043-306-3284）までお問い合わせください。
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中央会の共済制度　～ご加入のおすすめ～
　千葉県中小企業団体中央会では、次のような共済を扱っております。これらの制度は、いざというときの「安
心」をお届けします。

三井生命保険の共済制度
■特定退職金共済
　□月々わずかな掛金で従業員の退職金を保証するものです。
　□ 掛金のご負担は全額事業主負担となりますが、従業員１人あたり月額30,000円まで損金（必要経費）とし

て算入でき、従業員の給与にもなりません。
　□退職金は退職者の希望により、年金か一時金のどちらかで受け取っていただけます。
　□死亡退職金については、プラスαが加算される等、退職金制度として魅力あるものとなっています。
　□この制度の退職金・給付金は加入者である従業員に直接支払われます。

■オーナーズプラン
　□ 経営者の多様なニーズにお応えするために、次のようなプランを取り揃えております。
　　Ⅰ型：Ａタイプ（積立保険型）：３年ごと利差配当付　利率変動型新積立保険
　　　　　～大型保障と、資金の積立機能を備え、企業の発展に合わせて見直しも可能なプラン～
 【特長】 １．万一の場合の大型保障で、事業保全資金・死亡退職金・弔慰金の財源を確保できます。
  ２．新積立保険の機能を活用し、ご勇退時の退職慰労金の財源を計画的に準備できます。
  ３．ご加入後も、保障内容や払込保険料を見直すことができます。
  ４．保障（定期保険特約2007等）部分の保険料は、損金処理が可能です。
  ５． ３大疾病や特定要介護状態（180日継続）等で所定の状態になった場合の生前給付保障も

準備できます。

　　　　　Ｂタイプ（終身保険型）：５年ごと利差配当付　終身保険
　　　　　　　　　　　　　　　　～一生涯安心の終身保障プラン～
 【特長】 １．終身にわたり、万一の場合を保障します。
  ２．ご勇退時に、解約返戻金を退職慰労金の財源として活用できます。
  ３． 所定の3大疾病や所定の特定要介護状態（180日継続）等で所定の障害状態になった場合の

生前給付保障も準備できます。

　　Ⅱ型（医療保険型）：無配当　新医療保険2007　～医療保障を重視するプラン～
 【特長】 １．短期入院から長期入院までの安心の医療保険です。
  ２． ストレス性疾病や生活習慣病を重点保障する特約などあなたに合った保障をプラスできます。
  ３． 一生涯保障の「終身型」と加入時の保険料が割安な「有期型」から選択可能です。

　　Ⅲ型（養老保険型）：５年ごと利差配当付　養老保険
　　　　　　　　　　　～退職金の財源に重点を置き、さらに保障を備えたプラン～
 【特長】 １．万一の場合、保険金をお支払いします。保険金額は常に同額です。
  ２．満期時には、満期保険金をお支払いしますので、退職慰労金等に充てられます。
　　　　　　　　　　
　　Ⅳ型（定期保険型）：無配当　低解約返戻金型定期保険
　　　　　　　　　　　～保障準備と将来の計画的な資産づくりにバランスの良い定期保険プラン～
 【特長】 １．保険期間中、経営者が万一の場合の大型保障で、企業を守ります。
  ２．保険期間中、解約返戻金を生存退職金の財源として活用できます。
  ３． 保険料払込期間の短期払を選択すると、払込完了後の解約返戻金が全期払より多くなります。
  ４． ご加入後保険料のお支払いを中止し、その後も保障が続く払済終身保険に変更できます。
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■
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下
全
域
】

　

県
内
（
松
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ィ
ル
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員
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を
出
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■
味
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【
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】
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年
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９
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る
。
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下
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安
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て
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る
業
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用
（
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店
・
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の
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が
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る
。

■
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ツ
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【
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中
国
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旧
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で
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は
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注
が
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て
い
る
（
単
価
は
減
少
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■
製
材 

【
県
下
全
域
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需
要
は
依
然
と
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て
少
な
い
。
お
客

様
も
少
量
買
い
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

■
印
刷 

【
県
下
全
域
】

　

売
上
高
は
、
前
月
と
比
較
し
て
、
引

き
続
き
下
げ
止
ま
り
の
状
態
か
ら
や
や

マ
イ
ナ
ス
に
振
れ
て
い
る
模
様
。
低
価

格
提
示
の
み
が
業
者
選
定
の
基
準
に
さ

れ
る
現
状
を
憂
い
て
い
る
。　
　

■
生
コ
ン
製
造 

【
県
下
全
域
】

　

公
共
事
業
の
減
少
、
民
間
投
資
の
不

透
明
感
に
よ
り
、
当
面
の
環
境
は
厳
し

い
状
況
が
続
く
見
通
し
で
あ
る
。
需
要

低
迷
に
よ
り
、
業
界
の
構
造
改
革
に
つ

い
て
検
討
を
開
始
し
て
い
る
。

■
電
気
鍍
金 

【
県
下
全
域
】

　

一
時
的
に
受
注
量
等
に
改
善
の
兆
し

が
見
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れ
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が
、
月
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半
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は
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再
び
悪
化
に
転
じ
た
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全
体
的
に
は
ま

だ
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だ
の
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で
あ
る
。

■
鉄
工 

【
千
葉
】

　

低
操
業
状
態
が
１
年
半
に
も
及
ん
で

お
り
、
閉
塞
感
と
共
に
、
疲
弊
の
色
も

濃
く
な
っ
て
い
る
。
大
手
（
上
場
）
企

業
の
業
績
好
転
が
早
く
、
中
小
活
況
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繫
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

■
機
械
部
品
製
造 
【
野
田
】

　

２
月
に
入
り
注
文
が
増
え
て
操
業
度

が
上
が
っ
て
き
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
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。
先
行
き
は
不
安
だ
が
、
僅
か
な
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ら
回
復
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向
に
あ
る
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■
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械
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品
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【
流
山
】

　

業
種
に
よ
り
繁
閑
の
差
が
発
生
し
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い
る
。
取
引
先
の
在
庫
が
な
く
な
る
と
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が
増
え
、
在
庫
が
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た
さ
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る
と
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が
減
る
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う
で
あ
る
。

■
採
石 

【
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下
全
域
】

　

羽
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走
路
建
設
工
事
は
２
月
で
終

了
。
今
後
は
、
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湾
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ハ
ブ
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を
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本
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埠
頭
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事
や
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都
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か
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■
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【
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）
が
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を
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。

■
総
合
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【
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感
な
し
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の
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対
前
年
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■
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【
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葉
市
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食
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が
減
少
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て
い
る
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め
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卸
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体
の
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が
悪
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い
る
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■
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【
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下
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】

　

セ
メ
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ト
の
需
要
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前
の
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準
ま
で
落
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込
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い
る
。
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ン
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ト
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人
へ
の
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策
で
新
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度
は
更
に
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な
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。

■
自
動
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【
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下
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】
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ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
は
少
し
ず
つ

上
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、
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。
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器
小
売 

【
県
下
全
域
】

　

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
の
影
響
で
平
成
21
年

５
月
か
ら
昨
年
末
ま
で
、
不
況
の
中
で

も
順
調
に
販
売
は
伸
び
た
模
様
。
そ
の

中
に
在
っ
て
も
３
割
近
く
の
店
は
ダ
ウ

ン
し
て
い
る
。
今
年
に
入
っ
て
ほ
と
ん
ど

の
店
が
ダ
ウ
ン
し
て
い
る
模
様
。

■
小
売 

【
大
網
白
里
】

　

低
値
安
定
的
状
況
。
こ
れ
以
上
は
悪

く
な
ら
な
い
で
と
い
う
切
迫
し
た
状
況

で
あ
る
。
商
品
回
転
率
を
上
げ
、
ロ
ス

率
を
下
げ
る
た
め
、
取
揃
商
品
の
絞
込

み
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

■
中
古
車
販
売 

【
県
下
全
域
】

　

直
販
低
迷
状
態
が
続
く
（
軽
自
動
車

の
み
上
向
き
）。
卸
売
市
場
の
活
況
は
部

分
的
。
直
販
動
向
と
輸
出
分
野
の
手
ご

た
え
に
決
め
手
を
欠
く
状
況
。

■
小
売 

【
東
金
】

　

年
末
か
ら
の
バ
ー
ゲ
ン
も
終
り
、
春

物
の
時
期
で
あ
る
が
、
消
費
者
の
動
き

は
か
な
り
鈍
い
。
新
入
学
関
連
品
の
動

き
も
鈍
い
。
食
品
関
係
は
価
格
競
争
が

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
。

■
小
売 

【
野
田
】

　

必
要
な
も
の
し
か
買
わ
な
い
と
い
う

姿
勢
が
売
上
の
ダ
ウ
ン
に
繋
が
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
現
状
、
消
費
者
は
必
要

か
つ
安
い
物
へ
の
消
費
動
向
が
は
っ
き
り

し
て
い
る
。

■
自
動
車
・
自
転
車
小
売 

【
県
下
全
域
】

　

先
月
同
様
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン
。
新
学
期

に
向
け
て
の
需
要
に
期
待
し
た
い
。

■
小
売
･
サ
ー
ビ
ス 

【
柏
】

　

今
の
状
況
が
い
つ
ま
で
長
引
く
の
か

不
安
。
繊
維
関
係
に
つ
い
て
は
、
ま
す

ま
す
の
不
況
感
を
募
ら
せ
て
い
る
。
２

次
メ
ー
カ
ー
で
は
相
変
わ
ら
ず
人
員
削

減
を
実
施
し
て
い
る
。
弱
小
メ
ー
カ
ー

で
は
廃
業
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

■
建
設
揚
重 

【
県
下
全
域
】

　

需
要
の
低
下
が
止
ま
ら
ず
、
先
行
き

の
見
通
し
が
全
く
た
た
な
い
状
況
。
仕

事
を
受
け
て
も
、
料
金
が
低
下
傾
向
。

■
害
虫
防
除 

【
県
下
全
域
】

　

こ
の
時
期
と
し
て
は
、
ネ
ズ
ミ
等
の

駆
除
依
頼
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

■
遊
覧
船 

【
鴨
川
】

　

天
候
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
２
月
の

寒
さ
と
雨
で
客
足
が
伸
び
な
か
っ
た
。

■
一
般
廃
棄
物
処
理 

【
県
下
全
域
】

　

年
度
末
を
目
前
に
し
、
忙
し
い
時
期

に
入
っ
た
割
に
は
、
前
月
比
並
び
に
前

年
同
月
比
と
も
景
況
は
悪
化
と
な
っ
た
。

■
学
習
塾 

【
県
下
全
域
】

　

２
月
に
早
く
も
中
３
生
で
退
塾
す
る

者
が
出
現
す
る
の
で
（
１
月
に
合
格
し

て
し
ま
っ
た
生
徒
に
多
い
）、
収
入
は
減

少
し
始
め
る
月
で
あ
る
。

■
建
設 

【
県
下
全
域
】

　

県
南
及
び
香
取
、
山
武
、
銚
子
地
区

の
工
事
が
減
少
し
て
い
る
。
わ
ず
か
に

空
港
の
あ
る
成
田
市
周
辺
が
良
い
。

■
貨
物
運
送 

【
野
田
】

　

２
月
も
良
く
な
っ
た
気
が
し
な
い
う

ち
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

■
輸
出
入
業 

【
県
下
全
域
】

　

売
上
の
前
年
同
月
比
が
止
ま
っ
た
感

が
あ
る
。

■ 景　　況
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う
よ
の
次
が
織
組
局
務
事
の
会
央
中

　

お
て
め
含
も
事
人
。
た
し
ま
り
わ
変
に

。
す
ま
し
せ
ら
知

。
名
職
旧
は
内
）

　（
　

改
に
部
を
課
の
つ
３
の
部
援
支
携
連

　

。
止
廃
を
課
務
総
び
及
部
援
支
携
連
、
め

﹈
日
１
月
４
﹇

】
室
談
相
立
設
【

談
相
立
設
・
事
参
副

相
立
設
・
事
参
副
▽
）
長
室
副
室
談
相

）
長
室
副
室
談
相
立

 
 

】
部
援
支
営
経
【

部
援
支
営
経
・
事
参

営
経
▽
）
長
課
援
支
営
経
兼
長
部
副
部

営
経
▽
）
長
課
副
課
援
支
営
経
兼
幹
主

部
援
支
営
経
▽
）
査
主
課
援
支
営
経
部

課
援
支
営
経
部
援
支
携
連
（
介
勇
江
堀

）
事
主

】
部
援
支
携
連
業
工
【

連
業
工
・
事
参

）
長
部
援
支
携
連
・
事
参
（
俊
光
関
今

課
援
支
業
工
部
援
支
携
連
・
幹
主
副
（

課
援
支
業
工
部
援
支
携
連
（
和
美
崎
箱

主
課
援
支
業
工
部
援
支
携
連
（
吾
慎
村

）
事

】
部
援
支
携
連
業
商
【

業
商
・
事
参
副

▽
）
長
課
援
支
業
商
部
援
支
携
連
・
幹

）
幹
主
副
課
援
支
業
商
部
援
支
携
連
（

▽
）
事
主
課
援
支
業
商
部
援
支
携
連
（

）
事
主
課
援
支
業
商
部
援
支
携
連
（

】
部
務
総
【

総
兼
長
次
局
務
事
・
事
参

支
業
工
部
援
支
携
連
・
幹
主
（
清
藤
斉

）
長
課
副
課
務
総
部
務
総
・
幹
主
副
（

）
事
主
課
援
支
業
工
部
援
支
携
連
（

月
３
﹇

31

﹈
日

）
事
主
課
援
支
業
商
部
援
支
携

職
退
■

月
３
﹇

31

﹈
日

部
務
総
兼
長
次
局
務
事
（
明
照
崎
岩

　

主
課
務
総
部
務
総
（
美
明
崎
宮
▽
）
長

調
課
務
総
部
務
総
（
孝
川
渡
船
▽
）
事

）
役
査

用
採
規
新
■

﹈
日
１
月
４
﹇

用
雇
再
■

﹈
日
１
月
４
﹇

 

職
休
■

﹈
間
年
１
り
よ
日
１
月
４
﹇

恵
幸
邊
渡

　

変
に
項
事
載
記
の
簿
名
員
会
の
会
本

　

だ
く
絡
連
ご
で
ま
部
務
総
て
に
送
郵
は

を
査
調
簿
名
は
に
月
５
、
た
ま
。
い
さ

は
節
の
そ
、
で
の
す
ま
り
お
て
し
定
予

。
い
さ
だ
く
力
協
ご

名
合
組
⑴

　

所
住
先
絡
連
⑵

　

名
氏
者
表
代
⑶

　

数
員
合
組
⑷

　

額
金
資
出
⑸

　

号
番
話
電
⑹

　

事
人
と
更
変
織
組
の
会
央
中

号
番
便
郵
⑼

　

印
の
来
従
は
」
簿
名
員
会
「
の
会
本

　

21

ら
か
版
度
年

。
す
ま
り
お
て
し
開
公
で

ト
イ
サ
、
は
き
と
る
な
に
覧
ご

　http://www.chuokai-chiba.or.jp

 

。
い
さ
だ
く
て
し
力
入
を
﹈

﹇

融
度
制
け
向
業
企
小
中
、
は
県
葉
千

　

利
資
融
ら
か
日
１
月
４
、
て
い
つ
に
資

観
（
た
げ
下
き
引
％
２
・
０
則
原
を
率

き
引
％
４
・
０
は
て
い
つ
に
金
資
設
施
光

。）
げ
下

す
と
度
制
い
す
や
い
使
り
よ
、
た
ま

　

れ
さ
化
強
充
拡
が
点
の
次
、
に
め
た
る

資
戦
挑
「
②
設
新
の
」
枠
用
活
権
債
掛

を
業
事
化
性
活
街
店
商
に
象
対
の
」
金

④
設
新
の
」
金
資
全
保
境
環
「
③
加
追

期
資
融
び
及
置
措
和
緩
限
制
の
え
換
借

月
３
年
１
１
０
２
を
置
措
長
延
間

31
日

。
長
延
で
ま

。
ら
か
分
付
受
の
日
１
月
４
は
用
適

　

は
細
詳
◎

課
援
支
営
経
部
働
労
工
商
県
葉
千

７
０
７
２
・
３
２
２
・
３
４
０
℡

 

よ
お
法
体
団
、
法
合
組
、
は
に
合
組

　

な
出
提
の
類
書
係
関
算
決
や
更
変
員
役

項
事
る
す
要
を
出
届
に
庁
政
行
管
所
ど

出
提
に
会
総
常
通
は
類
書
係
関
算
決

　

か
日
の
了
終
会
総
、
け
受
を
認
承
、
し

出
提
に
庁
政
行
管
所
に
内
以
間
週
２
ら

。
す
ま
い
て
れ
ら
け
づ
務
義
が
と
こ
る
す

な
け
届
更
変
員
役
や
類
書
係
関
算
決

　

の
態
実
動
活
「
を
合
組
の
そ
は
庁
政
行

命
散
解
、
て
し
な
み
と
合
組
眠
休
い
な

、
で
の
す
ま
り
あ
が
合
場
」
る
す
発
を
令

を
出
提
の
類
書
係
関
算
決
で
ま
れ
こ

。
い
さ
だ
く
て
し
に
う
よ
る
す
出
提
ず
必

会
本
は
書
出
提
の
等
類
書
係
関
算
決

　

。
い
さ
だ
く
用
活
ご
、
で
の
す
ま
き
で

http://www.chuokai-chiba.or.jp

ま
り
あ
が
更
変
に
等
所
住
合
組

い
さ
だ
く
絡
連
ご
ら
た
し

た
し
ま
り
わ
変
が
簿
名
員
会

を
資
融
業
企
小
中
、
県

化
強
充
拡

を
出
提
の
等
類
書
係
関
算
決

2010.415 2010.415

■ お知らせ




